
光
と
陰

校
長

麻
生

廣
文

十
一
月
六
日
土
曜
日
。
阿
蘇
清
峰
高
校
の
百
十
周
年
記
念
式
典
に
参

加
し
た
。
地
域
に
根
ざ
し
た
産
業
教
育
を
展
開
し
続
け
た
学
校
で
あ
る
。

名
前
は
消
え
て
も
伝
統
は
キ
ャ
ン
パ
ス
に
受
け
継
が
れ
る
。
時
の
流
れ
の

中
で
、
明
暗
は
あ
っ
て
も
業
績
が
刻
み
こ
ま
れ
、
学
校
の
歴
史
が
創
ら
れ
て

い
く
。

帰
り
が
け
に
、
講
師
控
え
室
の
扉
が
開
い
て
い
て
記
念
講
演
で
話
を
す

る
末
續
慎
吾
選
手
の
姿
が
ち
ら
り
と
見
え
た
。
懐
か
し
さ
の
あ
ま
り
近
寄

っ
て
声
を
か
け
た
。
「
末
續
君
。
西
原
中
時
代
を
覚
え
て
い
る
か
な
？
」
顔

を
向
け
た
途
端
、
に
っ
こ
り
と
「
覚
え
て
い
ま
す
。
今
、
こ
ち
ら
（
阿
蘇
）
で
す

か
？
」
ほ
っ
と
し
て
「
阿
蘇
北
中
学
校
と
い
う
学
校
に
い
る
よ
。
」

記
憶
を
た
ど
る
と
十
五
年
ぶ
り
だ
っ
た
。
・
・
・
私
は
熊
本
市
立
西
原
中

学
校
で
、
三
年
生
、
二
百
名
の
生
徒
に
社
会
科
を
教
え
た
。
彼
は
そ
の
中

の
一
人
で
あ
る
。
授
業
中
は
い
つ
も
静
か
な
少
年
で
あ
っ
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
練
習
に
励
ん
で
い
る
姿
も
よ
く
覚
え
て
い
る
。
日
本
一
を
目
指
し
て
い

た
の
で
並
大
抵
の
苦
労
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
い
つ
も
け
ろ
っ
と

し
て
い
た
。
ず
っ
と
後
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
よ
く

テ
レ
ビ
局
の
取
材
を
受
け
て
い
た
。
「
か
け
っ
こ
で
一
番
に
な
り
た
か
っ

た
。
」
と
幼
い
頃
の
夢
を
語
り
、
練
習
法
や
周
り
の
人
へ
の
感
謝
の
言
葉
を

続
け
て
い
た
。
・
・
・
こ
ん
な
華
や
か
な
彼
の
姿
が
、
次
々
と
浮
か
ん
で
は
消

え
た
。

そ
う
い
え
ば
少
し
前
、
当
時
の
陸
上
の
先
生
に
会
い
、
彼
の
こ
と
が
話
題

に
な
っ
た
。
最
近
、
彼
が
講
演
会
で
、
陸
上
で
活
躍
し
た
い
た
め
に
、
中
学

生
の
時
に
勉
強
を
頑
張
っ
た
話
を
披
露
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
学
生
時
代

に
、
毎
日
腹
筋
運
動
を
二
千
回
し
て
い
た
こ
と
も
明
か
し
た
そ
う
だ
。
後

に
続
く
少
年
少
女
た
ち
に
は
、
夢
へ
の
架
け
橋
と
な
る
話
で
あ
る
。
彼
に
と

っ
て
、
昔
は
陰
に
し
た
い
部
分
が
光
を
帯
び
て
き
た
の
だ
。

光
と
陰
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
々
に
在
る
の
で
は
な
く
、
同
時
に
存
在
す

る
も
の
だ
ろ
う
。
努
力
し
て
も
成
功
す
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
成
功
し
た

人
は
間
違
い
な
く
努
力
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実
ら
な
か
っ
た
努
力
が
無
意

味
だ
っ
た
た
め
し
は
な
い
。
そ
ん
な
考
え
が
頭
の
中
を
ぐ
る
ぐ
る
と
巡
っ

た
。何

年
経
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
は
先
生
を
覚
え
て
い
る
。
教
師
と
い
う
仕

事
の
幸
せ
を
か
み
し
め
た
。
そ
の
日
の
午
後
、
子
ど
も
芸
術
祭
に
行
き
、
阿

蘇
市
の
子
ど
も
た
ち
の
光
り
輝
く
姿
を
見
た
。
演
技
が
終
わ
る
た
び
に
楽

屋
か
ら
出
て
く
る
子
ど
も
た
ち
に
「
よ
か
っ
た
よ
。
」
と
通
路
で
声
を
か
け

た
。
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阿蘇北中広報誌係

文責 小原 宮本 西村

合唱コンクールが１０月１５日（金）に平成音楽大学の
先生を審査員に迎えて行われました。合唱コンクールに向けて、
音楽の時間はもちろんのこと、朝早くや昼休み、放課後とどの
クラスからも歌声が響いていました。また、コンクールの日が
近づくにしたがって、歌声が大きくなり、男女のバランスもと
れてきて、歌声のまとまりだけでなくクラスの団結を感じまし
た。

当日は、どのクラスも素晴らしいハーモニーを奏でており、
練習の成果が見られました。中でも、３年生の合唱は心に響く
ものであり、質の高さを感じさせられました。さすが３年生で
す。最優秀賞は、３年２組が受賞し、北中代表として、１１月
５日（金）に行われた阿蘇郡市郡市音楽会に出場しました。各
学年の優勝、最優秀指揮者賞等は次の通りです。

☆最優秀賞 ３年２組
☆優勝 １年２組、２年３組、３年２組
☆最優秀指揮者賞

１年２組 白石 光聖君
２年２組 志賀 康太君
３年３組 中川 真歩さん

☆最優秀伴奏者賞
１年３組 松尾 彩乃さん
２年３組 日田 瑞希さん
３年３組 西村 美月さん

２
学
期
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
に
９
月
に
行
わ
れ
た
校

内
席
書
大
会
の
結
果
が
で
ま
し
た
。
残
暑
が
厳
し
い

中
に
頑
張
っ
て
書
か
れ
た
力
作
揃
い
で
す
。
入
賞
者

の
作
品
は
、
二
階
進
路
室
前
の
廊
下
に
展
示
さ
れ
、

阿
蘇
市
の
文
化
祭
や
今
度
の
学
習
成
果
発
表
会
で
も

展
示
さ
れ
ま
す
。
芸
術
の
秋
で
す
の
で
、
友
の
書
を

鑑
賞
す
る
こ
と
で
、
書
の
良
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
た

ら
と
思
い
ま
す
。

☆
金
賞

一
年
二
組

佐
藤
涼
香
さ
ん
、
湯
浅
誠
音

一
年
三
組

藤
田
萌
子
さ
ん

さ
ん

二
年
二
組

本
田
琴
子
さ
ん
、
増
山
怜
香

山
部
亜
希
さ
ん

さ
ん

三
年
一
組

市
原
加
奈
子
さ
ん
、
西
岡
史
絵
さ
ん

三
年
三
組

小
島
芹
香
さ
ん

ご案内
ご都合がつきますならば、

ご参観下さるようお願いします。

☆学習成果発表会
日にち：１１月１９日（金）
時 間：１２：３０～
場 所：体育館

☆芸術鑑賞
日にち：１１月２６日（金）
時 間：１３：５０～
場 所：体育館
料 金：８００円が必要です。

校
内
席
書
大
会

♪合唱コンクール♪

１０月２６日（火）に行われた阿蘇郡市中体連駅伝
競走大会で男子 A チーム（小野・橘木・杉田・中野・
志賀・坂田）が見事優勝しました。その上、５名が区
間賞を取るという快挙でした。また、女子は惜しくも
入賞は逃しましたが、全力でたすきをつないで健闘し
ました。参加した選手、バックアップの生徒の皆さん
の努力を讃えたいと思います。男子 A チームの皆さん
は、１１月１１、１２日の県大会でも頑張って下さい。
健闘を願っています。
☆男子 A チーム 優勝 ☆区間賞

男子 B チーム 10 位 橘木 勇弥君（３年）
☆女子 A チーム ４位 杉田 大地君（３年）

女子 B チーム ８位 坂田 光祐君（３年）
女子 C チーム ９位 志賀 康太君（２年）

中野 柊作君（２年）

英語暗唱大会 見事２位！

先日行われた阿蘇郡市英語暗唱大会で
１年生の中川航平君と山本将平君のペア
が２位になりました。前日に職員室で発
表の練習をしましたが、堂々と大きい声
で英会話をしており感心しました。

優勝おめでとう！


